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「立春、春はもうすぐ！」  
 

                                                校長 川本 智之  
 

 つい先日、三学期の始業式を迎えたと思っていましたが、令和６年早くも

１か月が過ぎました。今日から２月、本当に時の過ぎるのが早く感じる新春

です。今年は２月４日が「立春」です。二十四節気の最初の節気で、旧暦では

新しい年の始まりを意味していました。暦の上では春の始まりですが、これか

らが一年の中で一番寒い時期となります。それでも「立春」と聞くと、春が確

実に近づいてきた感じがして、少し気持ちが暖かくなってきます。正門前の桜

の木も、まだ芽は固いですが、春に向けしっかり準備をしています。春はすぐ

そこまでやってきています。 

先月１月２０日（土）、ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）が昨年９月に打

ち上げた小型月着陸実証機ＳＬＩＭ（スリム）が、日本の無人探査機として

初めて月面着陸に成功したというニュースがありました。これは、世界でも

５か国目という快挙です。  

今回のＳＬＩＭの目標は、「月の狙った場所へのピンポイント着陸」「着陸

に必要な装備の軽量化」で、今回の正確に着陸できる技術の精度が、将来の

月惑星探査に大きく貢献することになるそうです。現在データ解析をすすめ

ており、「世界で最も精密な誤差１００ｍ以内のピンポイント着陸」の成否

は約１か月後に明らかになるとのことです。楽しみですね。  

「はやぶさ２」が小惑星「りゅうぐう」から砂などを採取して戻ってきた

のが２０２０年１２月。「りゅうぐう」は、はるか遠い宇宙のかなたの小惑星

でしたが、今回は、毎晩見上げれば見える「月」。より身近に感じたことでは

ないでしょうか。和歌山県串本町には、ロケット発射施設「スペースポート

紀伊」があります。初号機の打ち上げが延期されていますが、こんな身近な

場所に最先端の技術があるというのは素晴らし事ですね。近い将来、和歌山

から月面散歩の旅が実現するかも。夢が膨らみます。  

先月に実施した学校評価アンケートにご回答いただきありがとうございま

した。現在その集計・分析をし、改善点をまとめ来年度の教育活動に活かせ

るように計画を立てているところです。その中で、「子どもは、毎日楽しそう

に小学校に通っている。」、また、児童への「学校へ来るのが楽しい。」とい

う質問について、両方とも約９０ポイントの肯定的な回答を頂きました。こ

れからも、学校生活が「楽しい」と思える学校づくりに全教職員で取り組ん

で参ります。今後ともご理解ご協力をよろしくお願いします。なお、集計結

果については、改めてご報告させていただきます。  


